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まい あ一と- 「少女 J by 辻もと以 




さすがあ、本皸•加_ざん.> 機械 
の方もよくこなしますてす。加酶 
さんの身のこな I ,胳のくばり方ぐ 
まるて稱と対肽しているようなん 
ですね大刈り取って，束ねてい. 
るうちに日晨失~たちにも k 
椹の ココロが 伝わぅ5 くるようだ 
と e してい身したあ [M がとう 
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冃刊 • えくてびあん-立 JII と語ろう•立 JII に生きよう 


通巻15号 


山内关链 

立 >11 の柁 〇 さざんか 

ics :.-) 中に•特に！^^ - i - ftl - 
者かいたわけではないのですが • 
眩ぐまで fi : んでい.た*一 ryk い 
わリに E 木 u *> 名い^でした* « 
兔の萌える頃に ( i 絮の中が^色 
に^ i リ .a になるとぅ p とつ 
しい a どの'-1:1^がで i て iic かそ 
の中に理まリました、 

食^のど力席からも兒、•へる位 
1 au 一本のひ2ろ9と ff の布い 
さ?んかの木かあ：^した“ fr 
- a からば&の61:分しか a えなく 
て•策の部分は：•附の私め部® 
の窓からでないと a えませんで 
した•その»±いか•糸族の漉6 
か每： n 必ず B にしているのに， 


さざんかのことが食中で詁狃に 
な-*たこと a ありませんでした r 
わずかでも^をつける梅や«に 
ついては*やれ/ S が咲いただの • 
今 - l r - の^のなり H 合は if ぅだの 
と菇しましたか.たとえつ (J み 
を拮つても*さざんかのことは 
旅も ； a Hli せんでした•そん 
な fc たちの気持ちを知つていた 
のかいない<.0か•足元に IK る犬 
のために木陰4作りなから•さ 
ざんかめ木は»の家との is の坷 
{: くつつくょラにして，いつの 
ut そ r と立つていました • 
fc のの午 • 孜が*の f » 
みかいょいょ漱しくなリ姐て 
|&.さなけ/1’けならなくな9まし 
た-何とかしたいとは Bo たの 
ですか、;2汁の都へ口でしかたな 
く*梅や V .も切ることになりま 
した*ある U •冢も ft 木もすっ 
かり取り払われたもとの我か宋 
を訪ねると，さ？んか“けがも 
とめまま^つてい i^u た”^ V - 
わに立 r ていたため S 31- の邪 ft 
にならなか •-) たのです，さざん 
かはそのとき•いつもと 
なくひ r そりと繁らせた萊の中 
に•消らか >>2:い花を二つ： g い 
ていました • 


ま 


紙 
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】仕もと以さんえ < てびあん豆辞典 


羽衣町二丁目のアトリ 
エにお恸いすると•ラジ 
才からモダンジャズが流 
れていた"若い•七十逢の索朗だ • 
『はじめは油絵の方だつたんです 
か，戦後ですね，*色の方が中心 

になってきたのは- 」e 

それでも、もぅ四十年近い_ 
「表紙の*少女，ね，あれもろぅ 
けつ yj ! めの技術がふんだんに使わ 
れているんですょ」• 

戸 te 女子短大で染色デザィンと 
実 li の教鞭もとつておられる” i 
た「釗£英術会」で染色委兵バ立 
川芙 fj 
では代表 
をつとめ 
轎ひろい 





時®柄，入社の為の VSIMS や身 
上®のお !»• 話にな r ている方も多 
いのではないかと思いますか•そ 
の身卜#の方に、「»味」という ad 
入憫か設けられていま t ” さてこ 
の®眛の W ですが •» に，これは 
というものがない埸合など，何を 
*こうか迷*>た«3?のおあリの方 
も多いのではないでしょうか • 
そんな時， iJC かられるものの 
一つに「詨*」があります。これ 
なら . n *、 知淼といつたィメ— 
ジもありますからもつてこいとい 
うわけです* 

决酱というと，本の^み方一 C 


哪 


立川 I 屮がサで全 W 三 ft 
』いぅ*市1£;{1もちろん*閱係者 
さえ思ってもみなかった快^をな 
しとげた* 

mit l 屮一荥崎町 一 T 3 n > ィレ 
ブン trm 十六 Igl 全国中学«サ .-.* 
々一 K 企において W 出墦なから 
大 ffiM •あわや•全 [!» 勝 . n : 职 
にまで迫った • 

立川一中は北多泶 raJIkKA : 会を 
购调に眯ち進み‘都会から ffi 
人全へ*五*百七十ヒ«とぃぅッブ 


I かやリやすい状 S をつ/名こと. 
これだけで t ょ . J •こ•ア' ケラ々 
>• 

キャブテンの西55直入«<三年》 
tr ただ•ラ , /キ—だ r たんです • 
ぅちのチ—ムはあいあいだし」 
と叫るい笑みをもらした* 

ちょぅど^訪まつりの日•一中 
イレブンは勝ち K * リをあげて， 
立川畎南 U から^:まで:0 U & を 
した•イレブンの n 饱けした W , 
明 • 啪•よくやつた•よくやった. 


揃いの中•大嶙屮{品川.£8屮 
<品川 r 成漸台中1町出.志：2:§: 
中<板味)•石神件中 <神馬>をパ 
ヴタバツタとなぎ«し、決勝 U 強 
«:の晚星中一千^ Si と^戦•廷 fe 
のす之に！^をも y とつた* 

W 東^会へ • 迤1:市立北中<胙 
馬一に* 1 T 多 M 中 <茨姒|と [1 
べ±ル^>ーキッタ戰の未.敗れ 
たものの. 一 f^yn となり全 ra 大会 
出^^^ダ^^に人れた • 

今々《全 la ん会 U 北; foilL 室蘭 III 
でおこなわれた•唯々決眺で冉び 
茨城代於•乃—中と^戦，今度は 
2—1 で逆：^ち、しかし* $ 
胁では«水®五中 <»!:) に 4 — 
〇で ttit •決特進出の m を失した 
が、そ n で t 堂マ全国第三位だ • 

I 中ィレブンのは，のびの 
びサプ々—*にあるといえよ-飞 
七 , ff 勝久 £:$ M [ ri ]«< 教输•25才>は 

サソ泠—の経； S ゼ〇とい、フツワそ 
/ •--» 牛陡たちは小 ^ ti の Hi からサ 
ツ々丨をしていて . 杻，から W 5 
なんですね•はくの仕事はサッ々 




にも，熟^<£睐を考えな力ら^ 
む' 味3¢(内容を味わいながら a 
む r 速 fift (» 通よりも速く a む r 
丰說 <总いでざっと ale む》という 
ように•その： m 2 に CD じた^み方 
があり•またどんな本をというこ 
とになりますと•そ il こそたくさ 
んの样 W の本があ9ます" 

でも•どんな本を^んで6「統 
最 t 」 といえるわけではないようで 
す•そこで • 「忒》」という 二 C * の 
A 味を M ベてみますと， J 研究湃 
ft のためや興味本位ではなく>教 
蚤乃ために?! ■• 物を ii むこと0 W こ 
ろがって讀んだり•雑 u -.' ielflj 誌 
を^むことは含まない >ごという 
ことでした•こうしてみると本^ 
の S 味での汶»をする機会! i 案外 
と少ないようです。 

中国‘後澳の«偷という人が • 
紙を発明してから約千八•白年•今 
や『枚#のために國®を«る」時 
fl となろう t しています： 

J-K くてび*んプラン占 

お dllsg にミドりを'*^ - I グ^*""ン 

ハウス•キヤル%>では•しやれた 
ポットに人 r た T ク T ブランツな 
ど •& 々の：2を nl デ f 本—卜， 
10月20日まで•お H い上げの方に 
もれなく•小物人れ U も1¢えるク 
りスタルパ r ツをブレゼント • 

(市役所 
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ril 立川ク ィズ HJ 

市外か^ E 内に屯誌を掛ける時. 
必す〇4 2『•をつけま寸.立川の fel 
&o 4 2 5か使われるよぅになつ 
たのは•いつごろのことでしよ 
©昭和25印叫01昭«135年頃③ 
昭和.|«年頃④昭和45年頃 

■ 9月号の答え JI 

ム舐の石に掐いた似撖ね，あん 
かいむずかしかつたよぅです *41 
解 «- は来！：：：2*/で発衣しますか•と 
リあえず，正 W を • 0激沢明® 
八千草«0^|||咏飧@山城新仏 

©マ I ガレ>卜*サノチ亇一^^2 
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真如苑だょり 

秋はさやかに «. えねども“ 
佐かった残洛も•いつの間に 
かひいて•さわやかな風か^ 
れます。おでかけ下さい* 
■日時10月 19 HLLI 

T - 後2時から4時- 
■御本尊 • A 如宝物館のご案 
内をはじめとして映！：など盛 
リだく？んの m .® かしてござ 
います* 

■立川市民<&人> に眼らせ 
て m きます- 

■お申し ii みは『えくてびあ 

ん•コンパニ 

オン j (本誌 
を手典してく 
れた人》へど 
うぞ〇 




■工房から ■■ 

•秋は とつてもいい fej いがします* 
特に田んぼにでると*そのことを 
よく S じるのですが•立川にまだ 
田んぼが牛きているときいて•ゥ 
メラを ig つて、とんで行きました4 
•みんな•期が生き生きしていま 
した•や「ばり•人問には 「 t . J が 
必要なんだなあ。ちょつとウチワ誌 
をしますと•田 ii え U 今年の六 H . 
柢 刈リ a 昨¥の十 H に故釤したも 
のです • • 立川•中があれ^^れ 
よという m に勝ち i £ んで•あわや*サ 
ッ々 IH 本一•に迫つた•少年の 
性える努いというのはスゴィです 
ね之◊勝ち名乘リをあげて*ふる 
さと立川に«つてくると.遵手の 
体かひとまわくなつている • 
先生と , L 徒め»の強さが典び f 
み•とにかくおめでとう* •いわ 
し S 少女そぞろにえくてびあん 

<■»; 爾本 wsnt « 子 S ? 

曲中 J » 子 f « 田>1子宋»«« 
twHt ) xffllfl 4田*ホ K タンオ〜 $•* 
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今年は『思い出おおき J 夏だつた 
でしようか 

それぞれの夏を*喫されたことと 
«いますが、『立川の ZJ とくりゃ、 
そリやもう •» 訪まつリ♦と#まつ 
ており•♦すんで。特に初日の 8 月 24 
日、南口|*をねつて『民»流しお 
どリ j がおこなわれたのが B 理をよ 
んだんです。当然といや嫵然なのです 
が、それにしても各団体が競うよう 
にして#加、「千人 H り j の別名を頂 
くほどの盛り上りようは、どうです。 
この日「立川は|つ」の実感を抱か 
なかつた立川人は雅ひとりいなかつ 
たでございましよう* 

セレモニ—に立ち含うだけの*だ 
つた「ミス立川 j さんなんかも、つ 
いうかれて行列の中に加わつてし1 
つた；あら ッ 」と 気づいた轉には、す 
でにリ 人」 の ひとりとかや。 

ご i « 充柄も ございましよう 
が、ギン n — さんが 乘りに 
桑つ て、 n マソンまで出て。 













